受難節第6主日礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年3月29日

「十字架」
詩編22編2節
22:2 わたしの神よ、わたしの神よ／なぜわたしをお見捨てになるのか。なぜわたしを遠く離れ、救おうとせず／呻きも言葉も聞いてくださらないのか。

マルコによる福音書15章33～41節
15:33 昼の十二時になると、全地は暗くなり、それが三時まで続いた。
 15:34 三時にイエスは大声で叫ばれた。「エロイ、エロイ、レマ、サバクタニ。」これは、「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」という意味である。
 15:35 そばに居合わせた人々のうちには、これを聞いて、「そら、エリヤを呼んでいる」と言う者がいた。
 15:36 ある者が走り寄り、海綿に酸いぶどう酒を含ませて葦の棒に付け、「待て、エリヤが彼を降ろしに来るかどうか、見ていよう」と言いながら、イエスに飲ませようとした。
 15:37 しかし、イエスは大声を出して息を引き取られた。
 15:38 すると、神殿の垂れ幕が上から下まで真っ二つに裂けた。
 15:39 百人隊長がイエスの方を向いて、そばに立っていた。そして、イエスがこのように息を引き取られたのを見て、「本当に、この人は神の子だった」と言った。
 15:40 また、婦人たちも遠くから見守っていた。その中には、マグダラのマリア、小ヤコブとヨセの母マリア、そしてサロメがいた。
 15:41 この婦人たちは、イエスがガリラヤにおられたとき、イエスに従って来て世話をしていた人々である。なおそのほかにも、イエスと共にエルサレムへ上って来た婦人たちが大勢いた。

1 
　　今日は2026年3月29日です。今日が2025年度最後の礼拝となります。そして今日は教会の暦では棕梠の主日であり、今日から受難週に入ります。イエス様がこの地上で歩まれた最後の一週間のその一日一日に私たちは思いを寄せて祈りつつ日々歩んでいきます。
そして、来週はイエス様のご復活をお祝いするイースター礼拝となります。私事ですが、私は今から31年前の1995年のイースターに日本基督教団名張教会で洗礼を受けました。ですので、イースターといえば洗礼を受けた頃のことをやはり思い出します。私が名張教会に通い始めたのはその前の年1994年6月でした。名張教会で求道生活を送る中で、イエス様を信じて歩んでいきたいという思いが段々と強くなってきました。でも、それと共に、イエス様の十字架がどうしてもわからなかったのです。イエス様の教えや愛はすばらしい、けれども今から2000年前のイエス様の十字架の死が今の自分の人生とどう繋がってくるのかが理解できなかったのです。それで、私は当時の名張教会の牧師であった岡山巌先生に相談しました。「西君、君は恐らく真面目に生きて来たんだろう。だから、自分は罪人という意識がないんだろう。罪が分からないと十字架はわからないよ。」と岡山先生から言われました。私は先生の言葉に非常にショックを受けました。その通りだったからです。罪人と言われるけれども、人並みに真面目に生きて来たのに、何がいけないのだろう、そういった思いでした。罪とは神様から離れて神様が願う生き方ではなくて的外れな生き方をすること。そういったことが知識として頭で理解するというよりも、聖霊の導きでだんだんと心で理解できて気づかされるようになっていきました。そうしてどんなことがあっても神様から離れないで教会生活を送り信仰生活を送ることの大切さを教えられて導かれていったように思います。もちろんまだまだわらからないことだらけですが。
　　皆さんの中には求道中の方がおられます。かつての私が抱いていた思いと同じ思いを抱いているという方もおられるかもしれません。イエス様を信じたいけれども信じられない。イエス様の十字架とは何なのか。今の自分とどんなかかわりがあるのか、その答えを求めて求道生活を送られている方もおられるかもしれません。あるいは信仰生活・教会生活を送っているけれども、私の罪の贖いのために十字架にかかってくださったというのは分かるけれども、2000年前のイエス様の十字架の死とこの私の人生とが今一つ結びつかないと思われている方もおられるかもしれません。
　　本日私たちに与えられました聖書の御言葉は、まさにイエス様が十字架上で死を遂げられる場面です。聖書の福音書のクライマックスと言ってもいいでしょう。共に御言葉に耳を傾けて、この物語が今ここに集められている私たちに何を語りかけているのかを心を静めて聴いていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　
2 　
　　「昼の十二時になると、全地は暗くなり、それが三時まで続いた。三時にイエスは大声で叫ばれた。」と始まります。イエス様は「十字架につけろ！十字架につけろ！」の群衆の叫びのためにユダヤ総督ポンテオ・ピラトによって十字架刑に処せられることになりました。ローマ兵たちに引き渡されたイエス様は茨の冠をかぶせられ、唾を吐きかけられ、葦の棒で頭を叩かれて、体は鞭打たれ、皮膚が破れ、肉は裂け、血があたりに飛び散っていました。さらに、重い十字架を担がされてゴルゴタの丘まで連れて行かれました。そして午前9時に十字架につけられました。手と足に釘を打たれ、体の重みがかかるたびに釘が食い込んみ痛みが増します。もうすでに十字架につけられる時にイエス様の体も心も傷だらけです。いつ息が絶えてもおかしくない状態と言えるでしょう。そんな中でイエス様は「痛い」とも「苦しい」ともましてや「何をするんだ」とも言うことなくただ黙って十字架につけられていたのです。
　全地が真っ暗になり、その状態が3時間程続いた時についにイエス様は口を開いて大声で叫ばれたのです。もうすでに大声で叫ぶ体力など残っていないはずなのに、大声で叫ばれたのでした。
　「エロイ、エロイ、レマ、サバクタニ。」これはアラム語であると言われています。当時イエス様が実際に話されていたのはアラム語であり、そのアラム語の言葉をここではそのまま残したと言われています。「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」「エロイ、エロイ、レマ、サバクタニ。」もちろんこんなはっきりした声でなくて、絞り出すような叫び声だと思いますが、この言葉を翻訳すると「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」との意味となるのです。
　イエス様は人々から見捨てられました。弟子たちは皆イエス様を見捨てて逃げてしまいました。ペトロを始め自分の身可愛さに逃げ出したのです。ユダヤ人たちはエルサレム入場の時にはイエス様を大歓迎しましたが、その同じ人たちが「十字架につけろ！」と騒ぎ立てました。そしてローマ兵たちのあまりに残酷でひどい侮辱。「メシア、イスラエルの王、今すぐ十字架から降りるがいい。それを見たら、信じてやろう。」（32節）誰もが神様から離れて好き勝手に生きる罪の歩みの中でイエス様は見捨てられました。誰からも見捨てられたイエス様はこの世界の絶望の底を経験されたのです。人々から見捨てられたイエス様が神様からも見捨てられた。こんな絶望の状況で沈黙しておられる神様からイエス様が見捨てられたと思われるのも不思議ではありません。そして、実際にイエス様はこの叫びを上げる中で神様から見捨てられたと思われたのだと思います。

3 
　今日わたしたちに与えられました聖書の箇所は詩編22編2節です。
　「わたしの神よ、わたしの神よ／なぜわたしをお見捨てになるのか。なぜわたしを遠く離れ、救おうとせず／呻きも言葉も聞いてくださらないのか。」
　イエス様が十字架上で神様に叫ばれた言葉に似ています。いえ、似ているのではなくて、実際にイエス様はこの詩編22編をこの状況で冒頭は大きな叫び声で叫ばれたのではないかとも考えられているのです。たしかに詩編22編を読み進めていくと、十字架のイエス様の状況とぴったり重なってきます。
例えば7～9節
「わたしは虫けら、とても人とはいえない。人間の屑、民の恥。
 わたしを見る人は皆、わたしを嘲笑い／唇を突き出し、頭を振る。
 「主に頼んで救ってもらうがよい。主が愛しておられるなら／助けてくださるだろう。」
　イエス様を侮辱して嘲笑うローマ兵の姿が浮かんできます。
　16～19節
　「口は渇いて素焼きのかけらとなり／舌は上顎にはり付く。あなたはわたしを塵と死の中に打ち捨てられる。
 　犬どもがわたしを取り囲み／さいなむ者が群がってわたしを囲み／獅子のようにわたしの手足を砕く。
 　骨が数えられる程になったわたしのからだを／彼らはさらしものにして眺め
 　わたしの着物を分け／衣を取ろうとしてくじを引く。」
　ヨハネによる福音書でイエス様は十字架上で「渇く」と言われました。また兵士たちがイエス様の着物を分け合う姿も記されています。
　このようにローマ兵たちが自分たちの意思でイエス様を侮辱したり服を分け合ったりするのですが、それがことごとく詩編の言葉の成就になるのです。
　そして、この詩編は「わが神、わが神、なぜお見捨てになるのですか」から始まる嘆きの歌のようですが、1節に「賛歌」とありますように、次第に神様への信頼と賛美に変わっていきます。25節
「主は貧しい人の苦しみを／決して侮らず、さげすまれません。御顔を隠すことなく／助けを求める叫びを聞いてくださいます。
　そして28節
「地の果てまで／すべての人が主を認め、御もとに立ち帰り／国々の民が御前にひれ伏しますように。」
　ユダヤ人だけでなく、異邦人も、地の果てにいたるまで全ての人が主に立ち帰り、ひれ伏して礼拝をしますようにという、全ての人が救われるようにとの祈りと言えます。
　そして、この詩編22編は
　「子孫は神に仕え／主のことを来るべき代に語り伝え／成し遂げてくださった恵みの御業を／民の末に告げ知らせるでしょう。」
　で終わっています。
日本語の聖書ではわかりにくいですが、ヘブライ語の聖書では最後の言葉は「成し遂げて下さった」を意味する言葉で終わっているのです。「成し遂げられた」です。ヨハネによる福音書では「成し遂げられた」の言葉でイエス様は息を引き取られています。マルコによる福音書には「成し遂げられた」との言葉は記されていませんが、もしかしたら37節の「しかし、イエスは大声を出して息を引き取られた」と記されている「大声を出した」というのが「成し遂げられた」であったけれども、もはや声にならない声、とても聞き取ることができない声であったので、何と言われたのか分からなくて言葉を残していないのかもしれません。そう考えると、イエス様の最後の言葉は詩編22編の最後の言葉「成し遂げられた」であったのかもしれないのです。「成し遂げられた」「主が成し遂げて下さった」この十字架の出来事を成し遂げられたのは父なる神様であるとの信頼の言葉で終わっていると言えるのです。
　「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」確かにイエス様は神様に見捨てられる絶望を経験されたのです。苦しみのどん底の中でなお沈黙する神様に「わが神、わが神」と「なぜ」「なぜなのですか」「なぜお見捨てになるのですか」「なぜ私がこんな目に遇わなければいけないのですか」絶望の中でなおイエス様は父なる神様に叫び祈るのです。詩編22編を声にならない声で、あるいは心の中で祈りの声で叫び祈る、その中で全てが神様がなされたことであり、神様のご計画が進められている、神様の御心が行われていることに、絶望の中でなお信頼して祈るのです。私は神に見捨てられた、それでもなお神に祈るのだ、その祈りが「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」から始まる詩編22編の祈りではないかと思います。全ては神様がなされた、成し遂げられた神の業であると。
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　イエス様が息を引き取られると神殿の垂れ幕が上から下まで真っ二つに裂けました。イエス様の祈りに沈黙していた神様が答えて下さったのです。上から下まで、今や神様のご支配は陰府にまで及ぶと言っていいでしょう。そうして、これらの様子をイエス様のすぐそばに立っていた百人隊長が見ていたのです。彼はローマ人、いわゆる異邦人です。その彼が「本当に、この人は神の子だった」との信仰の告白に導かれたのです。異邦人が信仰の告白に導かれる、それはまさに詩編22編28節の
　「地の果てまで／すべての人が主を認め、御もとに立ち帰り／国々の民が御前にひれ伏しますように。」
　この御言葉が実現したと言えるのです。ユダヤ人だけでなく異邦人が、地の果てに至るまで全ての人が「この人は神の子だった」「イエスは主なり」「イエスはキリストである」と口で告白して讃美をしてひれ伏すのです。全ての人に救いが開かれているのです。世の全ての人の罪の贖いのためのイエス様の十字架の死という神様が成し遂げられた御業によって、全ての人がすべてのイエス・キリストは主であるとの信仰の告白に導かれるのです。
　これが十字架なのです。イエス様の十字架の死なのです。私たちの罪がイエス様を十字架に掛けました。神様に見捨てられた、その絶望のどん底にあって、なお神様を信頼して祈るイエス様のお姿に私たちは心を打たれるのです。「成し遂げられた」私たちの罪を引き受けた十字架の死の苦しみの最後にイエス様は神様のご計画が神様の御業が今や成し遂げられた、この全てをなされたのは他でもない父なる神様であると。イエス様の十字架の死は神様の御業なのです。全ての舌が「イエスは主なり」その信仰の告白に導かれるようにとの、神様の愛の御業なのです。
私たち教会は神様の愛の御業を宣べ伝える使命が与えられているのです。その歩みは時には困難な中で「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」の祈りになるかもしれません。「神に見捨てられた、それでもなお神に祈るのだ」イエス様はそれでもなお神様を信頼して祈られました。私たちも神様が成し遂げて下さるのだ、私たちがするのではない、神様がなさるのだと信じて信頼して、イエス様の十字架と復活の愛をこの地にあって宣べ伝えて証しをしていきましょう。
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